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正
月
に
い
ろ
い
ろ
思
う 
！ 

  
 
 
 
 
 

副
会
長 

 

保
坂
武
雄 

 

２
月
号
の
巻
頭
言
は
正
月
気
分
で
、

希
望
と
懸
念
が
入
り
混
じ
り
ま
す
。 

昨
年
の
前
半
に
は
、
未
来
志
向
の
話

が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
２
度

目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ド
ロ
ー
ン

の
実
用
化
、
車
の
燃
費
大
幅
向
上
や
無

人
自
動
車
開
発
競
争
等
々
。 

後
半
に
は
あ
り
得
な
い
、
信
じ
ら
れ

な
い
こ
と
が
続
き
、英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、

小
池
都
知
事
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
誰

も
予
想
出
来
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
に

つ
い
て
は
政
治
家
、
経
済
人
、
一
流
知

識
人
、
大
物
ス
タ
ー
達
が
こ
ぞ
っ
て
反

対
運
動
し
て
も
、
大
衆
パ
ワ
ー
が
そ
れ

を
覆
し
た
の
で
す
。
殆
ど
の
人
が
予
想

も
理
解
も
出
来
な
い
中
、
仏
の
歴
史
家

Ｅ
・
ト
ッ
ド
は
冷
静
に
「
ト
ラ
ン
プ
は

誰
も
が
言
わ
な
い
本
音
を
、
ヒ
ラ
リ
ー 

        は
公
然
の
嘘
を
繰
り
返
し
、
大
衆
は
そ

れ
を
判
断
し
た
の
だ
。」と
分
析
し
ま
す
。 

 

何
が
起
こ
る
か
判
ら
な
い
時
代
、

我
々
は
気
を
引
き
締
め
「
健
康
と
生
き

が
い
」
を
保
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

『
健
生
会
設
立
の
理
念
』
暮
れ
に
、
明

和
会
の
鴻
森
理
事
と
「
初
め
て
の
合
同

一
泊
旅
行
、
長
野
県
伊
那
市
は
面
白

い
・
・
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
「
健
生
会

や
明
和
会
設
立
当
時
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ

た
の
が
伊
那
市
の
松
下
拡
さ
ん
と
言
う

方
・
・
・
」
と
伺
い
ま
し
た
。
３
０
年

以
上
前
に
健
康
運
動
を
指
導
し
、
組
織

化
を
提
唱
し
て
い
た
人
が
い
た
と
知
り

ま
し
た
。
上
西
前
会
長
が
６
０
歳
、
鴻

森
さ
ん
が
４
０
歳
の
頃
、
全
国
を
講
演

さ
れ
て
い
た
５
０
代
半
ば
の
松
下
さ
ん

に
師
事
し
議
論
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
会
を

設
立
し
た
そ
う
で
す
。
平
均
寿
命
が
、

１
９
５
０
年
代
に
６
０
歳
、
１
９
８
０

年
代
に
７
０
歳
超
え
に
な
っ
た
頃
で
す
。

余
生
が
数
年
で
な
く
数
十
年
の
長
期
間 

        
 

 

に
な
っ
て
し
ま
う
予
測
が
出
始
め
た
頃

で
す
。
図
書
館
で
松
下
さ
ん
の
文
を
読

み
ま
し
た
。
た
っ
た
６
頁
の
中
に
、
健

生
会
の
モ
ッ
ト
ー
「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
、
皆
の
健
康
は
皆
で
守
ろ
う
」
の

源
と
な
っ
た
言
葉
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
住
民
の
運
動
を
促
進
す
る
、

公
民
館
や
保
健
所
の
方
々
へ
の
語
り
掛

け
に
な
っ
て
お
り
、
我
々
の
立
場
で
解

釈
す
る
と
、以
下
の
よ
う
に
取
れ
ま
す
。 

健
康
学
習
と
は
各
個
人
が
「
如
何
に
生

き
る
か
」
を
基
本
課
題
と
し
て
捉
え
、

そ
の
資
源
と
し
て
の
「
健
康
」
を
ど
の

様
に
実
現
す
る
か
で
、
そ
の
為
の
力
量

を
身
に
つ
け
る
事
で
あ
る
。 

健
康
と
は
単
に
病
気
が
無
い
と
言
う
事

で
な
く
、
身
体
的
精
神
的
社
会
的
に
、

完
全
に
良
好
な
状
態
と
言
う
事
で
あ
る
。 

学
習
と
は
住
民
の
自
由
で
豊
か
な
主
体

的
学
習
が
必
要
で
、
地
域
と
実
際
生
活

に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
り
ま
す
。
松
下
さ
ん
は
現
在
８
０

歳
代
半
ば
で
、
伊
那
市
中
心
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
上
西
前
会
長
は

健
康
連
絡
会
設
立
や
、
渡
邊
顧
問
を
招

聘
と
、
そ
の
新
し
い
こ
と
へ
の
積
極
的

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
改
め
て
感
動
を
覚

え
る
正
月
で
し
た
。 

『
秋
の
一
泊
旅
行
』
候
補
地
の
伊
那
に

つ
い
て
ふ
れ
ま
す
。
中
央
道
が
諏
訪
湖

の
先
で
左
に
折
れ
た
先
の
左
側
に
広
が

る
伊
那
谷
、
見
ど
こ
ろ
は
限
り
な
く
数

回
友
人
に
案
内
さ
れ
た
特
別
の
処
は
、 

寒
天
パ
パ
ガ
ー
デ
ン 

林
の
中
の
本
社

と
工
場
に
シ
ョ
ッ
プ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

野
村
陽
子
植
物
細
密
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
。

（
伊
那
食
品
の
塚
越
会
長
は
定
年
・
リ

ス
ト
ラ
な
し
で
著
名
。
伊
那
高
校
で
そ

の
親
友
が
私
の
５
０
年
来
の
友
人
。） 

菓
匠
清
水 

清
水
真
一
シ
ェ
フ
の
ケ
ー

キ
の
美
味
し
さ
と
ス
イ
ー
ト
オ
ア
シ
ス

と
言
う
大
き
な
店
の
雰
囲
気
が
別
格
。

（
役
員
お
休
み
中
の
村
松
さ
ん
の
推
薦
、

名
案
内
役
の
ご
参
加
を
期
待
。） 

松
井
農
園 

た
わ
わ
な
リ
ン
ゴ
林
の
真

中
で
木
か
ら
勝
手
に
も
ぐ
味
は
最
高
。

其
の
他 

元
善
光
寺
、
高
遠
城
、
中
山

道
奈
の
良
井
宿
や
沢
山
の
温
泉
も
あ
る
。 

『
高
齢
者
の
定
義
、
６
５
歳
か
ら
７
５

歳
に
引
き
上
げ
』 

新
年
、
日
本
老
齢

学
会
の
発
表
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
正

月
ら
し
い
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。 

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 

 

 
 

Ｎ
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法
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会 
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ュ
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● 
健
康
だ
よ
り 

う
が
い
薬
に
つ
い
て 

薬
剤
師 

岡
田
陽
子 

 

う
が
い
薬
は
、
液
体
や
顆
粒
で
も
ら

っ
て
、
使
用
時
に
水
で
薄
め
て
う
が
い

を
す
る
薬
で
す
ね
。 

 

う
が
い
薬
の
効
能
に
は
主
に
、
①
殺

菌
、
②
炎
症
を
抑
え
る
、
と
い
う
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的

な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

①
殺
菌
の
う
が
い
薬
の
成
分
と
し
て

は
ま
ず
「
ポ
ピ
ド
ン
ヨ
ー
ド
」
が
あ
り

ま
す
。「
イ
ソ
ジ
ン
ガ
ー
グ
ル
液
」「
明

治
う
が
い
薬
」
と
い
う
製
品
を
使
っ
た

こ
と
の
あ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。 

 

ヨ
ー
ド
の
強
い
酸
化
力
で
微
生
物
を

殺
菌
・
消
毒
し
て
い
き
ま
す
。
細
菌
、

真
菌
、ウ
ィ
ル
ス
に
効
力
が
あ
り
ま
す
。 

 

但
し
、
人
体
に
刺
激
が
少
な
い
よ
う

に
と
、ヨ
ー
ド
を「
ポ
ピ
ド
ン
ヨ
ー
ド
」

と
い
う
形
に
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

ヨ
ー
ド
は
、
ま
れ
に
ア
レ
ル
ギ
ー
を

起
こ
す
人
も
い
る
の
で
、
使
用
後
す
ぐ

に
痒
み
を
感
じ
た
り
、
息
苦
し
さ
を
感

じ
た
ら
、
す
ぐ
お
医
者
さ
ん
に
診
て
も

ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
ヨ
ー
ド
は
甲
状
腺
機
能
と
関

係
が
あ
る
の
で
、
甲
状
腺
機
能
の
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
る
と
き
は
、
予
め
医
師
や
薬

剤
師
に
伝
え
て
下
さ
い
ね
。 

 

ヨ
ー
ド
は
服
に
つ
く
と
取
れ
に
く
い

の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
殺
菌
の
う
が
い
薬
の
成
分
に

は
Ｃ
Ｐ
Ｃ
（
セ
チ
ル
ピ
リ
ジ
ニ
ウ
ム
塩

化
物
水
和
物
）と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
は
透
明
で
す
。
ウ
ィ
ル
ス
へ
の

効
果
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

②
炎
症
を
抑
え
る
う
が
い
薬
の
成
分

と
し
て
は
、
ア
ズ
レ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
が
あ
り
ま
す
。
青
色
を
し
た

粉
「
ハ
チ
ア
ズ
レ
」
や
液
体
「
ア
ズ
ノ

ー
ル
液
」
等
の
製
品
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
ち
ら
の
効
能
に
は
殺
菌
・
消
毒
は

な
く
て
、「
咽
頭
炎
、扁
桃
炎
、口
内
炎
、

急
性
歯
肉
炎
、
舌
炎
、
口
腔
創
傷
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
の
と

き
に
、
炎
症
を
抑
え
、
傷
口
の
修
復
を

助
け
て
く
れ
る
の
で
す
。
こ
の
成
分
は

胃
薬
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。（
胃
腸
の

粘
膜
の
炎
症
を
抑
え
、
傷
の
修
復
を
助

け
ま
す
。）こ
の
薬
の
青
色
も
服
に
付
か

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
下
さ
い
。 

 

風
邪
の
予
防
に
、
外
出
か
ら
帰
っ
た

ら
、
手
洗
い
と
一
緒
に
う
が
い
を
し
ま

し
ょ
う
。
う
が
い
薬
が
な
い
と
き
は
、

水
や
塩
水
で
ど
う
ぞ
。
ウ
ィ
ル
ス
や
細

菌
が
細
胞
の
中
に
入
る
前
に
、
洗
い
流

し
て
お
き
ま
し
ょ
う 

    

  

● 

大
江
戸
花
め
ぐ
り
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
坂 

茜 

１
２
月
２
４
日
（
土
）
集
合
時
刻
７

時
５
０
分
前
に
１
３
名
が
集
合
し
て
練

馬
駅
を
出
発
、
青
山
一
丁
目
で
銀
座
線

に
乗
り
換
え
、
三
越
前
で
市
川
先
生
と

合
流
。 

 

早
速
プ
リ
ン
ト
を
配
ら
れ
、
来
年
度

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発
表
さ
れ
た
。
今

朝
の
朝
日
新
聞
の
朝
刊
の
「
東
京
か
ら

の
注
意
喚
起
、
詐
欺
メ
ー
ル
！
」
の
こ

と
で
、
変
な
メ
ー
ル
に
は
一
切
関
わ
ら

な
い
よ
う
に
と
の
お
話
を
さ
れ
た
。 

コ
ー
ス
は
「
日
本
橋
～
京
橋
」
な
の

で
、
古
く
か
ら
の
歴
史
あ
る
地
域
と
急

速
に
再
開
発
が
進
ん
で
い
る
地
域
の
変

貌
ぶ
り
が
楽
し
み
だ
。 

 
ま
ず
三
越
前
の
ラ
イ
オ
ン
像
を
見
て

日
本
橋
に
向
か
う
。
日
本
橋
は
１
６
０

３
年
に
創
ら
れ
５
街
道
の
起
点
と
定
め

ら
れ
た
。「
に
ほ
ん
は
し
」
の
文
字
は
、

最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
公
だ
と
の
こ
と
。

橋
の
中
央
当
た
り
の
道
路
に
「
東
京
市

道
路
元
標
」
が
あ
る
。
車
の
通
ら
な
い

隙
に
み
ん
な
で
そ
れ
を
見
た
。
そ
の
文

字
は
元
首
相
の
佐
藤
栄
作
氏
と
の
こ
と
。 

 

メ
ト
ロ
三
越
前
の
地
下
コ
ン
コ
ー
ス

壁
面
に
設
置
さ
れ
た
１
７
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
る
「
大
絵
巻
き
代
勝
覧
」（
江
戸
日

本
橋
か
ら
今
川
橋
を
俯
瞰
し
て
当
時
の

江
戸
町
人
文
化
を
描
い
た
絵
巻
）
を
見

た
。
ゆ
っ
く
り
見
る
と
半
日
位
か
か
り

そ
う
な
面
白
さ
だ
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご

覧
あ
れ
。 

 

ビ
ル
の
谷
間
に
あ
る
福
徳
神
社
に
お

参
り
し
て
、
室
町
三
丁
目
再
開
発
地
域

に
向
か
う
。
こ
こ
は
、
コ
レ
ド
室
町
１

～
３
と
名
付
け
ら
れ
た
通
り
が
あ
る
。

２
４
時
間
１
７
本
上
映
の
映
画
館
が
あ

る
。
終
電
に
乗
り
遅
れ
た
ら
こ
こ
で
夜

明
か
し
も
で
き
る
そ
う
だ
。 

 

江
戸
時
代
か
ら
３
５
０
年
の
歴
史
を

も
つ
小
津
和
紙
店
に
行
く
。
こ
こ
は
紙

漉
（
か
み
す
き
）
体
験
も
で
き
る
。
博

物
館
で
和
紙
の
作
り
方
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑

賞
。
自
然
の
中
で
手
間
の
か
か
る
和
紙

の
真
価
が
感
じ
ら
れ
た
。
買
い
物
を
し

た
人
も
い
た
。通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、

創
業
４
５
０
年
な
ど
の
看
板
が
あ
り
、

歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。 

い
よ
い
よ
お
楽
し
み
の
ラ
ン
チ
、
黒

豚
が
売
り
の
羅
豚
（
ら
ぶ
）
で
美
味
し

い
食
事
を
し
て
解
散
。
晴
天
に
恵
ま
れ

た
楽
し
い
半
日
だ
っ
た
。 
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《
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
》 

第
５
５
回 

 

高
田
健
治 

「
相
棒 
劇
場
版
‐Ⅳ

」 

 

７
年
前
、
英
国
で
日
本
領
事
館
関
係 

者
の
凄
惨
な
集
団
毒
殺
事
件
が
起
こ
り
、 

そ
の
唯
一
の
生
き
残
り
だ
っ
た
少
女
が 

誘
拐
さ
れ
る
も
、
事
件
は
不
明
の
ま
ま 

闇
に
葬
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
７
年
、
再 

び
誘
拐
さ
れ
た
少
女
、
犯
人
は
９
億
円 

の
身
代
金
を
政
府
に
要
求
、
謎
の
国
際 

犯
罪
組
織
と
彼
ら
を
追
う
国
際
犯
罪
情 

報
事
務
局
。
元
事
務
局
長
の
マ
ー
ク
が 

彼
ら
を
追
っ
て
香
港
か
ら
来
日
、
右
京 

と
亘
が
案
内
役
と
し
て
同
行
、
全
て
の 

点
が
線
で
結
ば
れ
る
と
、
彼
ら
は
救
い 

切
れ
な
い
悲
し
み
に
出
会
う
。 

 

水
谷
が
貫
録
、
反
町
が
格
好
良
さ
で

魅
せ
る
。
東
映 

監
督 

橋
本
一 

２
月
１
１
日 

公
開 

星 

４
つ 

「
家
族
の
肖
像
」 

ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
イ
ス
コ
ン
テ
ィ
が
１

９
７
４
年
、
車
椅
子
を
操
り
な
が
ら
気

迫
と
執
念
で
自
ら
の
暮
ら
し
を
再
現
し

た
と
言
わ
れ
る
名
作
の
デ
ジ
タ
ル
完
全

修
復
版
。
家
族
の
団
欒
画
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
囲
ま
れ
ロ
ー
マ
の
豪
邸
に
ひ
っ
そ

り
と
暮
ら
す
老
教
授
。
画
の
中
の
家
族

と
の
み
暮
ら
す
教
授
の
静
寂
が
有
る
家

族
の
乱
入
に
よ
っ
て
乱
さ
れ
て
い
く
。 

名
匠
ヴ
ィ
ス
コ
ン
テ
ィ
監
督
の
絢

爛
た
る
世
界
。
教
授
を
演
ず
る
バ
ー

ト
・
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
の
熱
演
、
若
く

美
し
か
っ
た
シ
ル
バ
ー
ナ
・
マ
ン
ガ

ー
ノ
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
カ
ル
デ
ィ

ナ
ー
レ
、
ド
ミ
ニ
ク
・
サ
ン
ダ
の
美

し
さ
に
息
を
の
む
。 

伊
・
仏 

 

監
督
ル
キ
ー
ノ
・
ヴ
イ
ス
コ
ン
テ
ィ 

２
月
１
１
日 

公
開 

星 

５
つ 

「
素
晴
ら
し
き
か
な
人
生
」 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
広
告
代
理
店
と

し
て
成
功
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
生

活
を
し
て
い
た
ハ
ワ
ー
ド
だ
が
、
最
愛

の
人
を
失
い
、
深
い
喪
失
感
に
仕
事
も

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
や
る
気
な
し
の
ど
ん

底
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
ん
な

あ
る
日
突
然
、
彼
の
前
に
３
人
の
奇
妙

な
舞
台
俳
優
が
現
れ
、
不
思
議
な
言
動

を
投
げ
か
け
る
。
彼
の
心
に
徐
々
に
変

化
が
・
・
。
３
人
が
教
え
て
く
れ
た
悲

し
み
を
乗
り
越
え
る
ヒ
ン
ト
と
は
？ 

ハ
ワ
ー
ド
に
ウ
イ
ル
・
ス
ミ
ス
。 

主
演
賞
常
連
の
ヘ
レ
ン
・
ミ
レ
ン
、

キ
ー
ラ
・
ナ
イ
ト
レ
イ
、
ケ
イ
ト
・

ウ
イ
ン
ス
レ
ッ
ド
と
贅
沢
。
華
麗
な

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
の
グ
ッ
チ
、
ク
ロ
エ
、

ト
ム
フ
ォ
ー
ド
等
が
楽
し
い
。 

米 

監
督 

Ｄ
・
フ
ラ
ン
ケ
ル 

２
月
２
５
日 

公
開 

星 

４
つ 

◆ 

お
知
ら
せ 

◆
「
ま
ゆ
の
会
」 

＊
２
月
６
日
（
月
）
１
３
時
～ 

場
所 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
・
２ 

作
品 

コ
ロ
コ
ロ
ポ
ー
チ 

持
ち
物    

針
を
除
い
た
裁
縫
道
具
、 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

物
差
し 

＊
３
月
６
日
（
月
） 

場
所    

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
・
２ 

作
品   

サ
ラ
サ
ラ
絹
の
マ
フ
ラ
ー 

材
料
費  

１
０
０
０
円 

１
８
名
限
定 

事
前
に
電
話
で
申
込
み
先 

☎ 

０
３
・
３
９
９
０
・
３
８
１
０ 

 

◆ 

「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
」 

２
月
１
５
日
（
水
）
映
画
鑑
賞
会 

上
映
作
品
「
相
棒
」 

集
合 

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ
ネ
マ
豊
島
園 

時
間 

１
回
目
の
上
映
時
間
１
０
分
前 

昼
食 

全
満
楼
（
中
華
） 

問
合
せ
先 

☎ 

０
３
・
３
９
９
１
・
０
７
１
３ 

  
話
の
ひ
ろ
ば 

 

幻
の
練
馬
大
根 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
村
寛
重 

 

練
馬
に
住
み
始
め
て
１
５
年
に
な
り

ま
す
が
、
練
馬
大
根
の
名
前
は
聞
い
て

い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
か

は
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
５

年
前
の
２
月
の
初
め
に
、
新
聞
記
事
で

池
袋
西
武
百
貨
店
で
練
馬
大
根
の
沢
庵

漬
を
売
り
出
す
事
を
知
り
、
早
速
駆
け

つ
け
、
売
り
場
で
一
口
サ
ン
プ
ル
を
齧

（
か
じ
）
っ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
の
う

ま
か
っ
た
こ
と
！
沢
山
買
い
置
き
の
出

来
る
品
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
一

本
買
っ
て
帰
り
、
家
内
に
食
べ
て
貰
い

ま
し
た
。
家
内
も
美
味
し
い
と
高
い
評

価
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
翌
日
、
何
人

か
の
友
人
や
身
内
に
送
っ
て
み
ま
し
た
。 

 

売
り
場
で
聞
い
た
こ
の
大
根
が
年

に
３
日
し
か
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
な
い
事
、

す
な
わ
ち
「
幻
の
練
馬
大
根
」
で
あ
る

こ
と
を
記
し
て
、
有
り
難
く
食
え
、
と

ば
か
り
に
送
っ
た
の
で
す
。
反
応
は
概

し
て
好
評
で
、
以
後
毎
年
７
～
８
人
に

送
り
続
け
て
い
ま
す
。 

 

以
前
は
売
り
場
で
、送
り
先
の
名
前
、

住
所
を
記
入
し
て
面
倒
だ
っ
た
の
で
す

が
、
最
近
は
ま
と
め
て
１
０
本
ほ
ど
買

い
、
家
に
持
ち
帰
っ
て
郵
便
局
の
レ
タ

ー
パ
ッ
ク
に
、
匂
い
が
漏
れ
な
い
よ
う

し
っ
か
り
と
ビ
ニ
ー
ル
に
包
ん
で
送
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
匂
い
は
漏
れ
る

ら
し
く
お
礼
状
に
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
美
味
し
い

事
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 
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【
１
月
役
員
会
報
告
】 

１
月
９
日
（
月
）
コ
コ
ネ
リ
研
修
室 

出
席
者 

青
木
・
内
田
（
稚
）・
宮
田
・

土
橋
・
内
田
（
ま
）・
菅
原
・ 

 
 
 
 

長
谷
川
・
西
山
・
浜 

 
 
 
 

❍
司
会
・
保
坂 

●
来
期
の
役
員
候
補
の
浜
寿
美
子
さ
ん

を
紹
介
、
並
び
に
ま
ゆ
の
会
で
使
用
す

る
針
の
管
理
ル
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
。 

●
１
月
２
６
日
（
日
）
新
年
会
の
締
め

切
り
は
１
７
日
、
現
在
の
参
加
申
し
込

み
は
３
６
名
、
司
会
は
土
橋
が
担
当
。 

●
１
月
２
９
日
（
日
）
す
で
に
岡
田
・

西
山
で
下
見
は
済
ま
せ
て
お
り
、
準
備

す
る
品
は
手
配
済
み
。
配
布
資
料
を
準

備
中
で
あ
る
が
、
カ
ラ
ー
印
刷
と
な
る

た
め
印
刷
代
１
５
千
円
を
見
込
む
。 

当
日
は
１
３
時
に
練
馬
区
研
修
セ
ン
タ

ー
に
集
合
、
司
会
は
西
山
。 

●
２
月
１
９
日
（
日
）「
練
馬
つ
な
が
る

フ
ェ
ス
タ
」
の
出
展
の
確
認
、
保
坂
が

窓
口
と
な
り
全
員
で
準
備
に
あ
た
る
。

出
展
内
容
は
２
３
日
・
２
６
日
の
説
明

会
を
受
け
た
の
ち
、具
体
化
し
て
い
く
。 

●
来
期
の
展
望
を
睨
み
な
が
ら
今
期
の

主
要
行
事
の
振
り
返
り
と
、
来
期
に
向

け
て
の
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
・
企
画
等

に
つ
い
て
フ
リ
ー
な
討
議
を
行
う
。 

●
６
月
の「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」

の
助
成
金
の
申
請
に
１
月
６
日
に
行
っ

て
き
た
。
社
協
の
対
応
も
年
々
厳
し
く

な
っ
て
き
て
お
り
新
た
な
資
金
捻
出
策

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
年
の

プ
ロ
の
演
奏
は
塩
谷
靖
子
さ
ん
の
歌
と

三
四
朗
さ
ん
の
サ
ッ
ク
ス
に
決
定
。 

●
昨
年
１
０
月
に
実
施
し
た
「
湧
く
わ

く
講
座
１
０
周
年
を
祝
う
会
」
に
関
し

成
果
と
反
省
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
も

っ
と
色
ん
な
意
見
・
考
え
を
聞
い
た
う

え
で
、
物
事
を
決
め
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
全
員
の
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。 

●
２
月
号
の
健
生
会
ニ
ュ
ー
ス
内
容
と

行
事
案
内
の
確
認
。
な
お
、
シ
ネ
マ
ク

ラ
ブ
は
２
月
１
５
日
（
水
）
に
「
相
棒
」

を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。 

●
村
松
は
一
身
上
の
都
合
で
役
員
を
辞

め
た
と
昨
９
月
の
役
員
会
報
告
で
報
告

し
た
が
、
退
任
で
は
な
く
一
時
休
養
に

訂
正
す
る
。
個
人
的
な
案
件
が
落
ち
着

く
夏
頃
ま
で
に
は
復
帰
し
た
い
と
の
事
。

役
員
一
同
こ
れ
を
了
承
。 

＊
次
回
役
員
会
２
月
６
日
（
月
） 

 
 
 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１ 

＊
校
正
２
月
２
０
日
（
月
） 

 
 
 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１ 

＊
印
刷
・
発
送
２
月
２
３
日
（
木
） 

 
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責 

西
山
） 

  

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

◆
ニ
ュ
ー
ス
（
割
付
・
校
正
）
１
１
名 

１
２
月
２
０
日
（
火
曜
日
）
コ
コ
ネ
リ 

青
木
玲
子 

保
坂
武
雄 

菅
原
美
佐
子 

小
坂 

茜 

西
山
重
和 

長
谷
川
直
子 

内
田
稚
代 

土
橋
昌
子 

内
田
ま
さ
子 

 

岡
田
陽
子 

宮
田
頼
子 

 

 
 

 

◆
ニ
ュ
ー
ス
（
印
刷
・
発
送
）
１
８
名 

１
２
月
２
７
日（
火
）学
習
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

青
子
玲
子 

保
坂
武
雄 

菅
原
美
佐
子 

 
 
 

 

西
山
重
和 

小
坂 

茜 

内
田
稚
代 

 

土
橋
昌
子 

岡
田
陽
子 

八
木
ふ
み
子 

高
山
節
子 

石
毛
栄
子 

内
田
ま
さ
子 

高
橋
保
孝 

中
村 

清 

今
村
安
江 

橋
本 

光 

葛
谷
豊
子 

嶋
木
和
子 

 

◆
「
お
し
め
た
た
み
／
ボ
ラ
」 

 
 
 

（
１
月
・
小
茂
根
） 

高
村
直
子 

清
水
マ
ツ
子 

 

篠
崎
玲
子 

菅
原
美
佐
子 

鷺
池
聰
子 

八
木
ふ
み
子 

 
 ◆

「
き
ら
ら
生
活
支
援
昼
食
会
」 

 
 
 

（
１
月
１
３
日
） 

 

豊
玉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
６
階 

 
 
 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
２
０
人
分 

小
林
良
子 

清
水
マ
ツ
子 

篠
崎
玲
子 

土
橋
昌
子 

鷺
池
聰
子 

 

◆ 

「
ナ
ベ
さ
ん
の
湧
く
わ
く
囲
碁
講
座
」 

 
 
 
 

（
１
月
１
９
日
） 

渡
邊
一
雄 

青
木
玲
子 

保
坂
武
雄 

 
 
 

 

◆
「
南
町
小
学
校
安
心
安
全
ボ
ラ
」 

１
月 

内
田
ま
さ
子 

内
田
稚
代 

 

◆
「
や
す
ら
ぎ
会
」
厚
生
文
化
会
館 

１
月 

６
日 

出
席
者 

１
１ 

名 

 
 

２
０
日 

 

〃 
 

１
０ 

名 

  

俳 

句 
 
 

中
村 

清 

 

生
半
可
で
は
出
来
ぬ
と
松
の
飾
り
か
な 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
る 

長
谷
の
も
み
じ
か
な 

木
の
実
落
つ
沼
へ
こ
ま
せ
て 

い
た
り
け
り 

金
木
犀
香
り
が
好
き
と
僧
一
言 

あ
あ
又
消
ゆ
鉄
路
雪
の
増
毛
駅 
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■ 

小
銭
募
金
の
お
知
ら
せ 

一
円
玉
・
五
円
玉
募
金
の
今
年
度
の
集
計 

（
三
月
中
旬
）
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。 

机
の
引
き
出
し
の
隅
な
ど
に
仕
舞
っ
て
あ 

る
小
銭
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
小
額
で
も
多
く 

の
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
れ
ば
、「
ち 

り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」 

の
諺
の
通
り
、
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。 

小
銭
は
袋
に
入
れ
て
お
名
前
と
金
額
を 

記
入
し
、
役
員
に
お
渡
し
下
さ
い
。 

お
預
か
り
し
た
募
金
は
社
会
福
祉
協
議
会 

を
通
し
て
、
役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

 

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険 

加
入
の
お
知
ら
せ 

 

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

に
ご
協
力
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

来
年
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
更
新 

時
期
に
な
り
ま
し
た
。
健
生
会
と
し
て
は 

 

役
員
以
外
任
意
で
加
入
し
て
頂
い
て
お
り 

ま
す
。保
険
料
は
年
間
一
人
三
０
０
円
の
ラ
ン

ク
に
し
て
お
り
ま
す
。
加
入
ご
希
望
の
方
は 

二
月
二
八
日
ま
で
に
会
計
の
菅
原
に
保
険
料

と
共
に
申
し
込
み
下
さ
い
。 

 
 
 

電
話 

三
九
九
一
―
七
六
二
〇 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

                          

  

 

                 

  
  

２０１７年（２９年度） ２ 月 行 事 案 内 

▼ １日（水）１３：３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ ３日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼ ３日（金）１２：００「やすらぎ会」厚生文化会館  

▼ ４日（土）１０：００「自彊術」第.2.3.4(土) 桜台地域集会所（環７脇の出張所２F） 

▼ ６日（月）１０：００「役員会」ココネリ・多目的室１ 

▼ ６日（月）１３：００「まゆの会」コロコロポーチ・ココネリ多目的室１・２  

▼１０日（金）１０：００「きららカレー作りボランティア」豊玉すこやかセンター 

▼１５日（水）１３：３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼１５日（水）「シネマクラブ」３Ｐのお知らせ参照（上映時間は長谷川まで問合せ下さい）  

▼１７日（金）１０：００「おしめたたみ」心身障害児総合医療療育センター 

▼１７日（金）１３：００「やすらぎ会」厚生文化会館  

▼１７日（金）１０：００「練馬健康連絡会」豊玉保健相談所 

▼１９日（日）１１：００「つながるフェスタ」ココネリホール３Ｆ  

▼２０日（月）１０：００「ニュース校正」ココネリ・多目的１ 

▼２３日（木）１０：００「印刷・発送」生涯学習センター 第１会議室 

※「歩こう会」１２月～３月休み 「湧くわく講座＆囲碁講座」は２月と８月休み 

「新年会・日帰り旅行は年各１回」「大江戸花めぐりは年 4回」 

「みんなのおんがくかいは年 1回 開催」その他「例会・講演会は年数回開催」 

 

 

    

 

  

 

編 

集 

後 

記 

日
本
中
が
寒
波
に
襲
わ
れ
、
大
寒
の
日

は
東
京
も
雪
が
ち
ら
つ
き
ま
し
た
。 

 

イ
タ
リ
ア
で
は
雪
崩
に
よ
る
大
き
な

被
害
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
日
本
列

島
い
た
る
と
こ
ろ
が
寒
波
に
さ
ら
さ
れ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
大
流
行
し
て
お
り
、

皆
様
に
は
健
康
に
十
分
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。 

新
し
い
お
知
ら
せ
で
す
が
、
２
月
の
１

９
日
１
１
時
か
ら
１
６
時
に
練
馬
区
協

働
推
進
課
に
よ
る
「
練
馬
つ
な
が
る
フ
ェ

ス
タ
」(

コ
コ
ネ
リ
ホ
ー
ル)

に
健
生
会
も

参
加
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ゆ
の

会
、
自
彊
術
、
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
、
歩
こ
う

会
、
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
等
々
を
お
知

ら
せ
し
、
チ
ラ
シ
、
新
聞
な
ど
も
置
き
、

健
生
会
を
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。
練
馬
区
に
は
他
に
も
こ
ん
な
に

沢
山
の
会
が
あ
り
、
お
互
い
に
知
り
合
っ

て
つ
な
が
っ
て
行
こ
う
で
は
な
い
か
と

い
う
事
で
「
練
馬
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
タ
」

と
言
う
名
前
が
つ
い
た
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
こ
れ
か
ら
決
ま
り
ま
す
。 

ど
う
ぞ
こ
の
日
を
覚
え
て
是
非
会
員

の
皆
様
も
会
場
に
お
い
で
下
さ
る
よ
う
、

今
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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